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古
代
か
ら
存
在
す
る
贋
作

日
本
で
も
大
変
な
人
気
の
あ
る
十
七
世
紀
の

オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
Ｊ
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
作
品

は
三
十
数
点
の
油
絵
し
か
現
存
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
が
、
数
多
く
の
贋
作
が
世
界
に
出
回
っ

て
い
る
。
と
り
わ
け
二
十
世
紀
で
最
高
の
天
才

的
贋
作
者
と
評
判
の
Ｈ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヘ
レ

ン
が
一
九
三
七
年
に
制
作
し
た
「
エ
マ
オ
の
食

事
」（
図
１
）
は
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
専
門
の
学
者

か
ら
も
本
物
と
鑑
定
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術

館
が
高
額
で
購
入
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
制
作
さ
れ
た
パ
ピ
ル

ス
の
文
書
に
は
硝
子
か
ら
宝
石
の
偽
物
を
製
造

す
る
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統
も

あ
っ
て
、
現
在
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
カ
ル
ナ
ッ
ク

神
殿
な
ど
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
の
周
辺
の
土
産
物

店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
骨
董
の
大
半
は
偽
物
と

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
真
実
の
解
明
が
本
来

の
仕
事
で
あ
る
科
学
の
世
界
に
も
、
実
験
結
果

の
捏
造
な
ど
の
事
件
は
数
多
く
存
在
す
る
。
そ

の
一
端
を
今
回
は
紹
介
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
捏
造
さ
れ
た
古
代
人
骨

一
八
五
六
年
に
ド
イ
ツ
で
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
類
の
発
見
、
一
八
九
一
年
に
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
ジ
ャ
ワ
原
人
の
発
見
、
一
九
二
一
年
に

は
中
国
で
北
京
原
人
の
発
見
な
ど
、
十
九
世
紀

後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
人
類
の
祖

先
の
化
石
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
世
界
の
話
題

に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
の
一
九
〇
九
年

に
イ
ギ
リ
ス
の
ア
マ
チ
ュ
ア
考
古
学
者
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ド
ー
ソ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
ピ
ル
ト

ダ
ウ
ン
で
人
骨
の
化
石
を
発
掘
し
た
。

最
初
に
頭
骨
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
て
か
ら
ロ

ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
の
Ａ
・
Ｓ
・
ウ
ッ
ド
ワ

ー
ド
が
発
掘
に
参
加
し
て
人
骨
以
外
に
動
物
の

化
石
や
石
器
も
発
掘
し
、
こ
の
人
骨
を
現
生
人

類
直
系
の
最
古
の
祖
先
と
解
釈
し
「
エ
オ
ア
ン

誰かに教えたくなる
科学技術の話　41
科学の世界にも登場する
「捏造事件」

東京大学名誉教授　月尾　嘉男

図1  エマオの食事（1937）
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ト
ロ
プ
ス
・
ド
ー
ソ
ニ
」
と
名
付
け
た
。
と
こ

ろ
が
一
九
一
六
年
に
ド
ー
ソ
ン
が
死
亡
し
て
以

後
は
化
石
の
発
見
さ
れ
た
地
層
か
ら
新
規
の
化

石
が
一
切
発
掘
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
度
の
世

界
大
戦
の
た
め
研
究
が
中
断
し
て
い
た
。

戦
後
の
一
九
四
九
年
に
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博

物
館
の
Ｋ
・
オ
ー
ク
リ
ー
が
フ
ッ
素
法
と
い
う

年
代
測
定
技
術
を
開
発
し
、
そ
の
方
法
で
測
定

し
た
と
こ
ろ
五
万
年
前
の
人
骨
で
、
下
顎
は
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
も
の
、
一
部
の
人
骨
は
着
色

し
て
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
、
偽
物
で
あ
る

こ
と
が
確
定
し
た
。
犯
人
は
特
定
さ
れ
な
い
ま

ま
真
相
は
不
明
と
な
っ
た
が
、
斜
陽
の
大
英
帝

国
を
高
揚
さ
せ
た
い
と
い
う
ド
ー
ソ
ン
の
意
向

が
あ
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
（
図
２
）。

自
身
で
発
掘
し
た
捏
造
石
器

発
掘
と
捏
造
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る

考
古
学
上
の
一
大
事
件
が
最
近
の
日
本
で
も
発

生
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
五
日
の
毎

日
新
聞
の
朝
刊
に
石
器
を
事
前
に
土
中
に
埋
設

し
て
い
る
一
枚
の
写
真
が
発
表
さ
れ
、
仰
天
す

る
よ
う
な
事
件
が
発
覚
し
た
。
在
野
の
考
古
学

研
究
家
で
あ
る
藤
村
新
一
が
自
身
で
事
前
に
埋

設
し
て
お
い
た
石
器
を
自
身
で
発
掘
し
た
よ
う

に
自
作
自
演
し
て
い
る
こ
と
を
暴
露
す
る
写
真

で
あ
る
。

藤
村
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
と

し
て
宮
城
の
研
究
団
体
に
参
加
、
以
後
二
十
五

年
間
、
周
囲
の
人
々
が
期
待
す
る
よ
う
な
石
器

を
期
待
す
る
よ
う
な
土
層
か
ら
発
掘
し
、
ゴ
ッ

ド
ハ
ン
ド
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。
藤
村
は
東

北
地
方
の
他
所
の
遺
跡
で
発
掘
し
た
縄
文
時
代

の
石
器
を
、
自
分
が
発
掘
す
る
場
所
に
事
前
に

仕
込
ん
で
お
き
発
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

多
数
の
人
々
の
期
待
を
満
足
さ
せ
て
い
た
た
め

疑
問
が
封
印
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
３
）。

毎
日
新
聞
の
記
事
に
よ
っ
て
捏
造
の
経
緯
が

調
査
さ
れ
、
藤
村
が
現
場
に
到
着
す
る
と
翌
日

に
発
見
が
あ
る
と
か
、
藤
村
以
外
の
人
々
に
は

発
見
が
な
い
な
ど
、
不
審
な
事
実
が
次
々
と
明

確
に
な
り
、
不
正
が
確
実
に
な
っ
た
。
こ
の
結

果
、
藤
村
が
副
理
事
長
で
あ
っ
た
発
掘
団
体
が

解
散
し
た
の
は
当
然
と
し
て
、
過
去
数
十
年
間

の
研
究
成
果
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
惨
事
に
な

り
、
海
外
か
ら
も
日
本
の
研
究
構
造
が
不
当
に

批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
な
れ
な
か
っ
た
学
者

し
か
し
韓
国
で
は
石
器
を
は
る
か
に
上
回
る

捏
造
が
発
生
し
た
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
獣
医
科
大

学
の
フ
ァ
ン
・
ウ
ソ
ク
教
授
は
世
界
で
最
初
に

図2  鑑定する学者たち

図3 旧石器（本文に関係なし）
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イ
ヌ
の
ク
ロ
ー
ン
（
複
製
）
を
実
現
し
た
こ
と

で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
と
翌
年
に

世
界
有
数
の
権
威
の
あ
る
科
学
雑
誌
『
サ
イ
エ

ン
ス
』
に
ヒ
ト
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
実
現
し
た
と
発

表
し
た
。
Ｅ
Ｓ
細
胞
は
動
物
の
発
生
初
期
の
細

胞
か
ら
発
生
さ
せ
た
、
ど
の
よ
う
な
細
胞
に
も

変
化
で
き
る
細
胞
で
あ
る
。

当
時
、
世
界
の
学
者
が
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
生
成
の

競
争
を
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
論
文
に

よ
り
フ
ァ
ン
教
授
は
韓
国
で
最
初
の
科
学
分
野

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
な
る
と
大
騒
ぎ
に
な

り
、
政
府
は
第
一
号
最
高
科
学
者
に
認
定
、「
フ

ァ
ン
・
ウ
ソ
ク
バ
イ
オ
臓
器
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
、
民
間
で
は
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る

石
像
が
建
立
さ
れ
、
大
韓
航
空
は
フ
ァ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
に
十
年
間
自
由
に
搭
乗
で
き
る
権
利
を

提
供
す
る
と
発
表
し
た
。

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
五
年
十
一
月
に
な
っ
て
共

同
研
究
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が
実
験

に
必
要
な
卵
子
の
入
手
の
倫
理
問
題
を
理
由
に

共
同
研
究
か
ら
離
脱
、
十
二
月
に
は
フ
ァ
ン
教

授
が
論
文
に
添
付
し
て
い
た
写
真
の
捏
造
を
発

表
し
て
論
文
を
撤
回
、
さ
ら
に
教
授
を
辞
職
す

る
な
ど
問
題
が
連
鎖
反
応
し
、
翌
年
一
月
に
は

最
初
に
論
文
を
掲
載
し
た
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
が

論
文
を
撤
回
、
韓
国
最
初
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

医
学
賞
は
消
滅
し
た
。

日
本
で
騒
動
と
な
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

こ
こ
ま
で
紹
介
す
る
と
、
だ
れ
も
が
連
想
す

る
の
が
日
本
で
発
生
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事

件
」
で
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
は
外
部
か
ら
の

刺
激
に
よ
っ
て
肉
体
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分
化

で
き
る
細
胞
で
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
上
回
る
能
力
が
あ

る
。
二
〇
一
四
年
一
月
に
理
化
学
研
究
所
の
小

保
方
晴
子
研
究
員
を
筆
頭
著
者
に
し
た
八
名
が

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
発
見
し
た
と
い
う
論
文
を
イ

ギ
リ
ス
の
科
学
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
発
表

し
た
こ
と
が
騒
動
の
発
端
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
の
内
容
が
間
違
っ
て
い
な
け
れ
ば

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
の
受
賞
は
当
然
の
内

容
で
あ
る
し
、
当
時
、
小
保
方
は
弱
冠
三
十
一

歳
で
「
リ
ケ
ジ
ョ
（
理
系
女
子
）
の
ス
タ
ー
」

で
も
あ
っ
た
か
ら
大
変
な
話
題
に
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
論
文
や
小
保
方
の
博
士
論
文
に

様
々
な
疑
義
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
理
化
学

研
究
所
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
が
論
文
に
つ
い
て
調
査

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
早
稲
田
大
学
も
博
士

論
文
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
。

早
稲
田
大
学
は
博
士
論
文
に
は
多
数
の
問
題

が
あ
る
が
、
一
年
程
度
の
猶
予
期
間
に
修
正
す

れ
ば
学
位
は
維
持
す
る
と
し
た
が
、
そ
の
修
正

は
な
く
学
位
は
消
滅
し
た
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

の
論
文
に
つ
い
て
も
多
数
の
不
正
が
発
見
さ
れ

て
六
月
に
論
文
は
撤
回
さ
れ
た
。
理
化
学
研
究

所
で
は
本
人
に
よ
る
検
証
実
験
も
実
施
し
た
が
、

論
文
の
よ
う
な
結
果
は
再
現
さ
れ
ず
、
Ｅ
Ｓ
細

胞
が
混
入
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
結
論
と

な
り
、
世
紀
の
発
見
は
消
滅
し
た
。

世
界
の
話
題
に
な
っ
た
恐
竜
ネ
ッ
シ
ー

現
在
で
は
偽
物
と
確
定
し
た
ネ
ッ
シ
ー
は
世

界
で
有
名
な
存
在
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ロ
ッ
ホ
・
ネ
ス
は
長
手
方
向
が
三
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
短
手
方
向
は
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
細
長
い
湖
沼
で
あ
る
が
、
水
深
が
約
二
三

〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
い
か
に
も
恐
竜
が
生
息

し
て
い
そ
う
な
自
然
で
あ
る
。
西
暦
五
六
五
年

に
目
撃
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
一
気
に

目
撃
情
報
が
増
加
し
た
の
は
、
周
辺
に
道
路
が

整
備
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
以
後
で
あ
る
。

最
初
は
湖
畔
で
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
夫

妻
が
目
撃
し
た
と
い
う
記
事
が
一
九
三
三
年
に

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
し
て

写
真
も
公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
ロ
ン
ド

ン
の
医
師
が
水
中
か
ら
浮
上
し
た
恐
竜
を
撮
影

し
た
有
名
な
写
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
一
気

に
世
界
の
話
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
様
々

な
目
撃
情
報
や
写
真
が
登
場
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
の
と
き
に
は
ネ
ッ
シ
ー
の
保
護
が
検
討
さ

れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
湖
沼
の
恐
竜
の
食
料
と
な
る
生
物
生

産
能
力
か
ら
巨
大
な
恐
竜
の
生
育
は
無
理
で
あ

り
、
長
期
に
繁
殖
す
る
た
め
に
は
数
十
頭
が
生

息
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
頻

繁
に
目
撃
さ
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
意
見
が
多
数

と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
に
有
名
な
写

真
の
撮
影
に
関
係
し
た
人
物
が
、
エ
イ
プ
リ
ル

・
フ
ー
ル
の
材
料
と
し
て
玩
具
の
船
舶
に
恐
竜

の
頭
部
を
付
加
し
て
撮
影
し
た
と
告
白
、
一
件

落
着
と
な
っ
た
（
図
４
）。

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
怪
物

地
球
に
は
三
〇
〇
〇
万
種
の
動
物
が
生
息
し

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
人

間
が
発
見
し
て
命
名
し
た
動
物
は
約
一
八
〇
万

種
で
あ
る
か
ら
、
未
知
の
動
物
は
膨
大
に
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
各
地
で

未
知
の
動
物
を
発
見
し
た
と
い
う
情
報
は
氾
濫

し
て
お
り
、
あ
る
調
査
で
は
三
〇
〇
種
以
上
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
種
が
前
述
の
ネ
ッ
シ
ー

で
あ
る
が
、
人
気
が
あ
る
の
が
二
足
歩
行
の
巨

大
な
雪
男
「
イ
エ
テ
ィ
」
で
あ
る
（
図
５
）。

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
生
活
す
る
民
族
シ
ェ
ル
パ

の
社
会
で
は
大
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
巨
人

で
あ
る
が
、
一
八
八
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
軍
人

が
足
跡
を
発
見
し
た
と
発
表
し
て
世
界
の
話
題

に
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
隊
が
足
跡
を
発
見
、
五
一
年
に
も

イ
ギ
リ
ス
の
登
山
家
が
足
跡
を
発
見
、
五
八
年

に
は
ド
イ
ツ
の
雪
男
探
検
隊
員
が
毛
深
い
人
間

の
よ
う
な
生
物
が
川
岸
で
カ
エ
ル
を
捕
食
し
て

い
る
の
を
目
撃
し
た
と
発
表
し
た
。

一
九
六
〇
年
に
は
人
類
で
最
初
に
エ
ベ
レ
ス

ト
の
登
頂
に
成
功
し
た
Ｅ
・
ヒ
ラ
リ
ー
を
隊
長

に
し
た
一
隊
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
を
調
査
し
、
イ

エ
テ
ィ
の
足
跡
は
キ
ツ
ネ
、
鳴
声
は
ユ
キ
ヒ
ョ

ウ
、
頭
皮
は
カ
モ
シ
カ
、
毛
皮
は
ヒ
グ
マ
な
ど

の
結
論
を
発
表
し
た
。
味
気
な
い
気
持
ち
も
す

る
が
、
化
石
の
捏
造
や
論
文
の
不
正
に
比
較
す

れ
ば
地
球
に
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
生
物
が
存
在

す
る
と
い
う
幻
想
は
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て

い
る
と
い
う
意
味
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
作
家
Ｇ
・
Ｋ
・
チ
ェ
ス
タ
ト
ン

に
「
天
空
の
城
塞
の
構
築
に
建
築
の
法
則
は
通

用
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
今
回
紹
介

し
た
の
は
法
則
を
打
破
す
る
天
空
の
城
塞
の
構

築
を
目
指
し
て
失
敗
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
偽

造
の
骸
骨
や
石
器
を
鑑
定
す
る
過
程
、
未
知
の

生
物
を
探
査
す
る
過
程
で
は
様
々
な
発
見
も
あ

っ
た
。
不
正
は
許
容
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
が

真
実
へ
の
経
路
を
発
見
す
る
契
機
と
な
れ
ば
、

意
義
が
あ
る
こ
と
に
も
な
る
。

図5 イエティの想像図

図4 ネス湖畔にあるネッシーの彫刻


